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一人ひとりの意欲を高める作業学習の計画と実践

１．はじめに

高等部の教育は，精神発達遅滞の生徒たちへの後期中等教育の場として，また，社会への接

点の場として重要な課題を抱えている。障害が年々多様化している本校高等部の生徒たちにと

っても３か年の教育を終了した後の進路等を考えるとき社会生活によりよく適応し，社会自立

を図るためにいくつか乗り越えるべき課題がある。特に，情緒の安定を図り調和的な人間関係

や体を動かしすすんで取り組もうとする態度，自ら求める行動力等はぜひ身に付けさせたいこ

とがらである。そこで，高等部の経営目標を「心身の調和的発達を図るとともに，職業生活や

家庭生活に必要な能力を高め，自らの力を十分発揮して個々の特性に応じた社会生活に参加し

得る生徒を育成する」と定め昨年度より高等部教育の中核である作業学習において一人ひとり

の意欲を高める学習のあり方を探り，社会的自立を図るよう研究をすすめてきている。

以下，本学部の生徒の概要は次の通りである。（６０．１０現在）

①生徒数 ②精神遅滞の原因と主な状態像

③知能指数段階別生徒数（辰見ビネー式）
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④作業種目別生徒数

⑤卒業生の進路

悪産ZE--卒業年度 5８ 5９ 計

食品加工業

醸造

漬物加工

菓子製造

めん製造

弁当

０

１

１

１

１

１

０

１

１

０

１

１

２

２

１

サービス業

クリーニング

食堂

ペット

１

１

０

１

０

１

２

１

１

卸売業 生協 ０ 1 １

木材加工業 木工加工 ０ １ １

施 設 更生・授産 ３ ２ ５

家事手伝 牛乳配達 ０ １ １

合 計 ９ １０ 1９

１ ２ ３ 計

男 ７ ６ ２ 1５

女 ３ ２ ２ ７

計 1０ ８ ４ 2２

主な原因 人数 主な状態像 人 数

染色体異常 ４ 脳性まひ ２

出生時障害 ３ てんかん発作 ４

出産後障害 ８ 言語不明 ４

原因不明 ７ 自閉傾向 ４

股関節脱臼 １

種官～些副 男 女 計

印刷 ３ １ ４

農 耕 ３ １ ４

木工 ５ ０ ５

窯 業 ４ ０ ４

調理・縫製 ０ ５ ５

計 1５ ７ 2２

１ ２ ３ 計

～ 2０ １ １ ０ ２

2１ 戸、=3０ ２ １ ３ ６

3１ ヘゴ4０ ３ １ ０ ４

4１ 戸 ～5０ １ ４ ０ ５

5１ 戸 ～6０ ３ １ １ ５

60以上 ０ ０ ０ ０

計 1０ ８ ４ 2２



2．研究の経過と方向

わたしたちは「生き生きと動く子どもを育てる教育課程の編成」という大テーマのもとに，

自ら仕事に取り組み，持続した活動ができるような生徒の育成をめざして「一人ひとりの意欲

を高める作業学習の計画と実践」というテーマを設定し，昭和58年度より取り組んできた。

作業学習は「なすことによって学ぶ」といわれる通り「物作り」を通した「人づくり」を大

きな目標とし，本校では，総合的。実際的な体験を通して社会生活への適応力や職業生活に必

要な基本的態度を身につけさせる場として位置づけている。殊に高等部の生徒にとっては，仲

間との調和的な人間関係を保ち，自分の役割を根気強くやり遂げる場として重要であると考え

る。生徒たちの作業学習における様子をみてみると，他からの補助を待つことが多かったり，

自ら求めて活動することが少なかったりして，意欲的に活動する態度が乏しかった。そこで，

まず，生徒たちがどのようにあれば意欲があると言えるのかを検討し，わたしたちの求める望

ましい生徒の姿として次のような状態像を考えた。

意欲的な姿

ｏものごとにすすんで働きかける積極性を身につけた生徒

ｏ他の人と助け合い，協力し合う協調的な態度を身につけた生徒

ｏ自分の目標をしっかりつかんで，最後までがんばる根気強い生徒

。役割をきちんと果たそうとする責任感の強い生徒

ところで，人間は誰でも，人に愛されたいという欲求，仲間から認められたいという欲求，

自分の考えで行動したいという欲求，ものごとを成し遂げたいという欲求などを持っている。

これらの欲求が充足されることによる活動への喜びや自信が次の活動への意欲につながっていく。

作業学習をすすめる上でも，ほんのささいなことを一緒に喜んだり，認め合ったり励まし合っ

たりする仲間との相互関係を通すことにより，いっそう充実した仕事ができ，課題達成を図る

ことができる。そして，このことが契機となって新たな活動への意欲を高めていけるのである。

わたしたちは，意欲とは学習課題を達成させるための原動力であるととらえることにした。

生徒たちが持っている欲求や要求が，自ら動くことの少ない生徒たちに援助としてさしのべら

れる環境からの刺激と適合したとき，行動を起こしたり持続させたりする力となり，自らの力

で活動しようとする意欲が発揮されると考える。このような意欲的な行動の定着化に伴い，生

徒の行動を方向づける社会性も発達してくると考えたのである。

即ち，生徒の行動を方向づけ持続させる手だてとして，一人ひとりの興味。関心，仲間意識，

自己信頼などを環境刺激として与えることにより，意欲的に活動する経験を広げ，その中で，

社会生活に必要な人間的資質としての積極性。協調性。根気強さ・責任感などの社会性を培う

ことができると考えた。

以上のような考えのもとに，わたしたちは昭和58年度から59年度にかけて，まず，各作業コ

ースにおける指導計画を作成した。そして実際授業においては，それぞれに応じた環境刺激を

与え，ジグ等を工夫し，意欲的な作業ができるようにすすめてきた。その結果，生徒たちには，

－６４－



3．適時性に応じた学習課題

（１）発達と適時性に応じた学習課題

一人ひとりの生徒が持っている伸びる可能性を最大限に引き出すには，生徒一人ひとりの

発達過程にそってそれぞれの状態に適した課題を設定することが大事である。そして，その

課題が達成されると生徒たちは社会的承認を受け，やり遂げたという成就感や満足感をもち，

また新しい課題へ取り組む意欲を喚起することができる。

ところで，精神発達の遅滞している生徒たちは，言語や認知，運動機能，適応行動などの

発達において遅れがみられる。しかし，すべての発達に遅れがみられるというのではなく，

ある面では環境や生活経験などから健常者と同様な発達を示す場合もあれば，乳幼児期の発

達に留まっている場合もあり，一人ひとりによってアンバランスな発達を示している。本校

の高等部の生徒たちも例外ではないが，どの生徒も人間らしく生きたい，人とかかわりたい

自分らしく生きたいという自己実現への願いは持っている。こうした自己実現への志向性を

支えるにはまずわたしたちが発達の原理をふまえ，その上での援助のあり方を探る必要がある。

発達の原理

･自己実現へのプロセスである。

個体が環境とかかわり合いながらたえず自己修正を試みる力動的現象である。現在

よりもより良く生きたいという欲求は誰でも持っており，それが基となって，自己実

現への方向へ導いていく過程に発達がある。

。順次性と予行性がみられる。

発達は，より高次な状態へ変化するとき，一定の順序に従って変化する。また，一

つの行動は次の段階行動への前提としての予行性をもつ。

。発達は曲線的である。

心理的活動は，常に一定の速度で上昇するのではなく，急速に伸びる時期と停滞も

しくは低減する時期が含まれる。また，素直に何でも聞いていた子がいつのまにか反

抗するようになり，あまり言うことを聞かなくなるという一時的な「見え」の現象を

喜んで働こうとする態度がみられるようになった。しかし，自分からすすんで仕事をみつけた

り，長時間の仕事でも最後までやり遂げたりすることはなかなか難しい。いろいろな場で意欲

を発揮させるには，取り組みやすい課題のもとに見通しを持って働くことのできる場を準備す

るとよいのではないだろうか。そこで，生徒一人ひとりにどんな仕事ができるか，どんなとこ

ろでつまづいているかをみつめ，一人ひとりに応じた学習課題や作業内容をさぐることにした。

本年度は次のような仮説を設定し，研究をすすめてきた。

仮説

環境刺激に加えて，適時性に応じた課題を探り，一人ひとりに即した作業内容を準備

するとさらに意欲的に活動するのではないか。
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。

０

起こすこともある。

自発的使用の機能がみられる。

３歳ぐらいになると子どもはいろいろなことに「これなあに」とか「どうして」と聞き

始めるようになる。これは，子どもが意識するとしないとにかかわらず何かを知りたいとい

う欲求が自然に生じてきたものであり，発達が急速に伸びる時期でもある。

このような発達速度の急速な時期には子ども自身の自発的使用への内発的動機づけが高

まるとともに，学習や経験が効果的に取りこまれていく適時性が高く，それに応じた適切

な発達課題を与えると，いっそうの発達をみることができる。

個人差がある。

人にはそれぞれの発達のペースがあり，発達進行の様式は個人によって異なる。

以上のような発達の原理に基づいた上で，生徒自身の持つ学習の可能性の中から，今，その生

徒にもっとも必要とされるもの，ほんの少し援助をすれば達成できそうなものを見つけ出し，課

題として受けとめさせることができれば，より充実した学習ができるであろう。わたしたちはこ

のような課題を「発題の適時性に応じた学習課題」と呼ぶことにした。

たとえば，調理・縫製コースでぞうきんの製作にかかわっている一年生のＡ子は，高等部に入

って初めての作業学習ということや性格的な面から，当初は集団の一員としての意識をもった作

業への参加はあまりみられなかった。そこで自分のペースで仕事ができるように仲間とは少し離

れた台上でのアイロンかけを分担させ，時々賞賛を与えながら少しずつ集団に'慣れさせていった。

二学期になるとＡ子は自らミシン縫いの仕事を希望した。指導者はＡ子の技能面や安全面が気が

かりではあったが，縫い物を好んでいることや注視力のあることを考慮し，ミシン縫いの仕事を

担当させた。喜んだＡ子は賞賛や励ましを受けながら毎時の作業に取り組み，１ケ月ほど後には

仲間からの声かけに返事をする場面も見られるようになってきた。このことは，Ａ子自身のミシ

ンを使って仕事をしたいという気持ちや，誰にでもIまできないミシン縫いを担当したという誇ら

しさが意欲的な活動や協調的な態度の芽生えを促したことを示している。「ミシンを使ってぞう

きんを縫う」という課題はＡ子にとって適時性のある学習課題であったと言える。

このＡ子の例に示されるように，その時々の発達に応じた適切な学習課題を設定してやると，

その課題に対して適切な自我関与が起こる。即ち，何かを学習させられるという受け身的な立場

ではなく，自分自身が自ら積極的に学びとろうという，より意欲的な活動が期待できる。わたし

たちは，生徒たちの意欲を高めるには，まず発達の原理をふまえ，適時'|生に応じた課題を探り，

適切な作業内容を準備をするなど，できる限りの援助をしていくことが大事であると考える。

そこでわたしたちは作業学習における発達の適時性に応じた学習課題を設定するには，一人ひ

とりの社会性（積極性・協調性。根気強さ・責任感）の発達や作業遂行上の技能の状態を的確に

とらえることが大事であると考えた。そのためには，個々の生徒一人ひとりについて過去から現

在までの様子やこれから先どう変化しようとしているのかをみつめることも必要であると考える。
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さらに，生徒たちに，今どんなことがどれくらいできるのか，どんなことができずに何につまづ

いているのかを知ることも大切である。一人の生徒として，今，何を求め，どう発達していこう

とするのかを知り，適時性に応じた課題を探り，それに適した援助や環境刺激を与えると，生徒

たちの内面からあふれる意欲を引き出し，自らすすんで実際活動へ取り組もうとする態度を培う

ことができると考える。

(2)適時性に応じた学習課題の設定

わたしたちは，先に述べたように，生徒一人ひとりの発達の適時性に応じた学習課題を設定

すると適切な自我関与が起こり，自分自身で自ら学びとろうという意欲的な活動が期待できる

と考えた。そこで，このような適時性に応じた学習課題を，一人ひとりの発達，生徒たちのも

っている欲求や要求，環境の３つの要素からとらえ，設定してみることにした。

図１課題設定の要素

ここでいう発達とは，作業活動におけ

る知的な面，技能的な面，社会性（特に

わたしたちが作業学習上望ましいと考え

た四つの態度）や体力等におけるその時

々の状態像である。

環境とは，物的・人的条件として生徒

を取りまいている教材・教具や集団など

を示す。

欲求とは，人間が本来持っているもので，食欲や睡眠などの生理的なものから愛情や自尊

などのように社会的なものまであり，それが充足されなければ不適応や不安定を起こす。要

求とは，ある水準への到達や目標達成を願うものであり，欲求を充足させるためのものでも

ある。

これらの３要素は互いに密接な関係にあり，その中から今学習させるのにもっとも適して

いると思われるものを学習課題として設定していくのである。わたしたちは，作業学習にお

ける学習課題として，作業態度の形成に関するもの，作業遂行上の知識や技能・身体機能や

体力等を考えている。課題設定においては３つの要素における生徒一人ひとりの実態を的確

に把握しておく必要がある。

(3)作業学習の過程

適時性に応じて設定した学習課題を，意欲の表出や社会性の形成にまで高めるために，次の

ような学習の過程で作業学習をすすめることにした。
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図２学習の過程

ｒ

ｌ

内 在 化

環 ｜ 潟

境刺激

○意識化 環境刺激

これは適時性に応じて設定した学習課題を，生徒の心の中に明確に意識づけることがある。

興味・関心，あるいは欲求や要求，情動的なものに訴えながら，めあてをしっかり心にきざみ

つける。その印象が強ければ強いほど，具体化の場面においても長時間継続して意識を持たせ

続けることができる。

○具体化

ここは，一人ひとりに応じて設定した学習課題や意識づけられたものを実際の活動の中で作

業として具体的に実践するところである。ここでの作業内容は易し過ぎても難し過ぎてもだめ

である。易し過ぎるものは期待感や，やり終えた時の成功感が薄く，難し過ぎるものは抵抗が

大きいので失敗感や阻害感を持ちやすいからである。適時性のある学習課題にそって，個に応

じた作業内容を準備し，そこに環境刺激を加えて課題への自我関与を連続させながら実際活動

を行わせると，真剣に働く態度や自らすすんで取り組んだり，最後まで責任をもってやり遂げ

たりする積極性や協調性。根気強さ・責任感などを身につけさせることができるであろう。

○成就感・満足感

生徒たちが協力したり分担したりした仕事を成し遂げた時の喜びや，その仕事の結果が自分

の学習課題を十分満足させ得たという感触を味わったとき，成就感や満足感に身を包まれるこ

とになる。そして互いの仕事を認め合い，ささやかな進歩や発達にも心をとめて，互いに賞賛

したり喜び合ったりすることが，次の活動への新たな意欲をもたらしてくれるであろう。

○内在化

内在化とは，一つの課題と取り組んだことを真に自分のものとして身につけるとともに’次

に予定される活動の中で十分応用発展させ得るまでに高めたり，高まったりすることである。

取るに足りないささやかな活動でも着実にやり遂げさせることをくり返すことによって’本当

に自分のものとして身につけていくことであり，それは場面が変わったり，年月を経たりして

も衰えないものである。

以上，作業学習における学習の過程について述べてきた。この学習の過程は，一単位時間，

あるいは一題材，一年を通した作業活動とあらゆる作業学習にあてはまるのではないだろうか。

－６８－



4７

この過程の中でわたしたちは環境刺激を与え，常に意欲の喚起を促していこうと考える。そ

こで，どの生徒がどんな場でより意欲的に活動していくのかを探るために，各作業種目ごと

に作業内容を細かく分析することにした。

4．作業要素・五段階表

（１）作成の手順

作業学習においてわたしたちが身につけてほしいと願う社会性は，一人ひとりの仕事＝個

に応じた作業内容＝を通して培っていくものであり，学習課題と作業内容は深い関連がある。

そこで，生徒が意欲的に活動できる作業内容を探るために，すべての作業種目について，項

目。要素。下位要素の段階に分けて分析した。

4９

粘土で山形をつくる。1．れんがの型入れをする。 4０

型枠に川砂をつけて縦にしておく。4１

粘土を両手で上下に持ちかかえて持ち上げる。成 4２

4３

一＝－＝＝－－－－=－=－

粘土を量る。2．タイルの型入れをする。

粘土をまるめる。形 4８

型押しする。

１．れんがの型入れをする。４０粘土で山形をつくる。

４１型枠に川砂をつけて縦にしておく。

成 ４２粘土を両手で上下に持ちかかえて持ち上げる。

一=－－=一二一竺雪室ご竺竺二一一一
２．タイルの型入れをする。４７粘土を量る。

形 ４８粘土をまるめる。

=三一－塁一一一些竺二一一=一一一一一一＝－=一一＝==一 ＝～=一一－＝ 一 一

項目………･･･作業種目における作業工程や作業過程にあたるものである。

要素…………各作業種目において項目に共通する作業を拾い出したものである。

下位要素……要素を構成する作業の最小のものであり，要素に示された作業を達成す

るための順序性も考慮してある。

－６９－

実際の学習場面における生徒たちの様子をみてみると，一人ひとりがさまざまな活動状況

を示している。そこで，わたしたちは一つ一つの下位要素の作業についてどんな状態がある

かをさらに細かく分析し，五つの段階に分けて考えてみた。

作成にあたっては次のような点を考慮した。

○作業に取り組む生徒の状態で表現する。

誰がどの段階をみてもその状態がすぐ理解しやすく，また生徒たちの実際の活動状況と

対応しやすくするために生徒の作業状態で表現する。～がわかるといった認知的な表現は

避け，各段階は生徒の活動状態で示す。

○作業の難易性で表現する。

五段階の内容は作業の順序ではなく，難易性で表現する。Ｉ～Ｖまでの段階をＩ段階は

項目 要 素 番号 下・位要素



その仕事をする低次な作業状態とし，Ｖ段階は本校対象生徒が到達すると予測されるもの，

または到達してほしいと願うものをあげる。従って各段階をみても作業の一連の流れが順序
よく表現されているものではない。

○あいまいな表現は原則として避ける。

誰がみても同じようにすぐ理解・判断できるように，できるだけあいまいな表現一だい

たい’時々 など－は避ける。しかし，前後の関係から容易に判断できる場合は「わずか」
などの表現をすることもある。

(2)五段階表の活用

こうして作成した五段階表は今ようやく完成したばかりである。わたしたちはこの五段階表

を次のような点で活用していくことにした。

○作業状態を把握するものとして

各下位要素ごとに作業の難易性で表現してあるので，一人ひとりの生徒たちのその時々 の

作業状態をチェックできる。一つの作業に対して，今どの程度のことができるのか，どんな

ところでつまづいているのかを容易にとらえることができる。

○達成可能な課題を設定するために

五段階表によって生徒たちが各作業におけるできることやつまづいているところが明らか

にされると，次の学習における学習課題の設定がしやすくなる。

たとえば「手もみ洗い」をするという作業で，Ⅱ段階「手もみ洗いはするが両手がすり合

わない」という生徒には「両手をすり合わせて洗う」という一つの課題が設定できる。これ

は両手をすり合わせて洗えない生徒のつまづきは両手すり合わせ動作であることが，生徒自

身にも理解されやすく，次の学習課題としてとらえやすいものとなる。しかも「力強く洗う」

とか「汚れをすっかり落として洗う」などの高次な作業ではないので一人ひとりの生徒に応

じた達成可能な取り組みやすい課題となる。このような課題を設定することにより，生徒た

ちが自らやる気を起こし，より意欲的な活動へ高まっていくと考える。

○評価をするものとして

学習が始まる事前にとった作業状態と，学習中，あるいは学習後の状態とを比較すること

によって生徒たちの活動へのかかわり方をみることができる。そして，その結果同じような

つまづきの状態が続いているなら新たな対応策を考えねばならない。より高い段階に達して

いるなら努力の後が認められるなど，生徒の変容としてとらえることができる。

○授業構成の一助として

一人ひとりの生徒の作業状態を指導者が具体的に把握できるので，教材・教具の工夫をし

たり，師範や活動補助などの側面的な援助をしたりして授業構成に役立てることができる。

また，各作業においては生徒たちの学習の習熟を図るためのスモールステップを考えること

もできる。

－７０－



Ｉ

以上，われわれは五段階表を一つのことだけでなく，できるだけ多方面に活用できるようにし

図 ３五段階表活用た。図に示すと左のようになる。

しかし，現在の五段階表でどうし

ても表現できない状態が出てきた

場合は，備考欄を設けて記入する

ことにした。

こうして，五段階表において明

らかにされる生徒一人ひとりの作

業状態は常にチェックしておき，期間をおいて変容を見ることも大事である。しかし，この五段

階表には作業遂行上の技能面が多分にある。そこで，生徒たちの示す作業状態が意欲の表出であ

ることを探るには，この五段階表とともに，日常生活や作業学習時における行動観察，協調性・

積極性・持続性・責任感などの態度に関する調査及び基礎的技能検査（昭和58年度作成）などの

結果も加え，総合的に判断していくことが大事である。

以下は，各作業コースにおける五段階表の一例である。

<窯業コース〉

・種類や大きさ

に関係なく，気

のむくままにま

とまりをつくる

<印刷コース〉

鵬
一
岡

下位要素

・木型・活

字・込・イ

ンテルを区

分する。

・チースを

所定の位置

へしまう。

Ⅲ Ｖ

－７１－

Ｗ

・棚に置くが

正しい位置に

置けない。

・活字と込を分

ける。

・チースをどこ

にでも置く。

・木型とイン

テルを分ける

・木型・イン

テルと活字・

込の２つに分

ける。

。太さ・大きさ

まで考えて分類

する。

７４ ・チースの上面

をそろえて，箱

の中にきちんと

整理する。

。正しい位置に

置くが，きちん

とそろっていな

い◎

・手近な台の

上に置く。

番号 下位要素 Ｉ Ｉ Ⅲ 1Ｖ Ｖ

１６ ･たたら板

を洗う。

･水を出したり

たわしを持った

りして洗う動作

をする。

･表面をなで

るようにして

洗う 。

･力を入れて

洗うが汚れが

残る Ｃ

｡汚れに応じて

洗うが，部分的

に汚れが残る。

oきれいに汚れ

を落とす。

１７ ･筆を洗う。 ･柄を持って筆

先を水につける‘

･筆先をなで

るようにして

洗う 。

･筆先や柄を

力まかせに洗

÷

つ ◎

・筆の根元をほ

ぐすように洗う

が汚れが残る。

● きれいに汚れ

を落として，水

切りをする。



2２２０

5．生徒の変容

わたしたちは，昭和58年度に実態調査項目として，態度面20項目，技能面10項目を設定し，

今日までその追跡調査を行ってきた。以下，態度面・技能面と分けて考察を加えていく。

（１）態度面の変容

わたしたちは，社会性の中から４つの態度に関する項目を設定し，さらに，それぞれを５

つの下位項目に分けて調査票を作成した。そして，Ｉ段階「できない」Ⅱ段階「補助を要す

る」Ⅲ段階「指示を要する」Ⅳ段階「ときどきできる」Ｖ段階「よくできる」と五段階に分

けて実施してきた。昭和60年度に在籍している２．３年生13名に対して行った調査結果を集

計すると図４～７のようになる。（59年12月６日と60年９月26日に実施した調査結果による｡）

］

閉図７持続性閉図４積極性 謂図6.尭詣頴吟 5０
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９１０

(段階
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段 階）ＩⅡⅢⅣＶ

－７２－

----------.Ｓ５９．１２．６

Ｓ６０．９．２６

変容の現われ方を項目ごとに見ていくと，４項目ともグラフが右側に移行しており，態度

面が伸びてきたことを示している。また，各項目の段階の平均を取ってみると，積極性３．０

→３．４．責任感３．２→3.7・協調性3.2→３．７・持続性,3.1→3.7と，前回はⅢ段階に近か

ったのが，全ての項目でⅣ段階へ近づいている。つまり，集団の傾向としては，指示しなけ

れば活動しない状態から，指示を与えなくても活動する場面が見られるようになってきたと

言える。では，何がこのような変容をもたらしたのだろうか。わたしたちは，態度に関する

調査結果や日常観察などを基にして，一昨年度に考えた「興味・関心，仲間意識，自己信頼」

などを持てるような環境を授業の中に整えてきた。さらに，五段階を作成していくことを通

して，一人ひとりをどう授業の中に生かしていくかを考えてきた｡このことにより，生徒た

ちが意欲的に活動へ参加し，態度の向上へとつながってきた。また，一方では，進級したこ

とにより，上級生として責任ある立場になったり，しっかりした態度を要求されたりしてき

たことも一つの要因ではあろう。



ところで，集団としては前記のような結果となったが，個人としての変容はどうであろうか。

一人ひとりの変容を図８のようにダイヤグラムにしてみると，Ａ男のようなケースを示す生徒

図－８が多かった。すなわち，わたした

ちが授業の中に取り入れてきたこ

とは，確実に個人へ反映され，態

度の伸びへと結びついたと言える。

しかし，一部ではあるがＢ男のよ

うな生徒も見られた。この生徒は，

一部では伸びを示しているが，反

対に落ち込んだ部分もある。この

原因には，検査時期の'情緒の問題

・夏休み中の生活態度・発達上の

ＩⅡⅢⅣＶＩⅡⅢⅣＶＩⅡⅢⅣＶＩⅡⅢⅣＶ

（Ｂ男）（Ａ男）・夏休み 中の生活態度・発達上の

問題・検査上の問題など個々様々なことが考えられる。そこで，これからは，この数名が伸び

を示さなかった原因をしっかりと探っていく必要がある。

(2)基礎的技能の変容

わたしたちは，各作業コースに共通する基礎的技能を１０項目選び出し，それぞれを生徒の状

態像で五段階に分けて調査を実施してきた。態度面と同じ集団に対して行った調査の結果を集

計すると，図９のようになる。（60年５月６日と60年10月２日に実施した調査の結果による。）

図－９「基礎的技能の変容」‐-----.5月-10月

(人)｢荷物の持ち運び｣(人)「大小弁別」 （人)「長短の弁別」

(人)「ハサミ」

の羊ＰＲ
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ほとんどの項目で伸びを示している。このことから，わたしたちが与えてきた作業内容が，

加
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も

｜
小

生徒たちの基礎的技能を伸ばすのに何らかの影響をおよぼしてきたと考えられる。つまり，各コ

ースの作業の中には，必ずと言ってよいほど手指。腕などを使ったり，材料や製品を形。大きさ

図－１０。長さなどで弁別したりする

内容のいくらかが含まれてい

る。そして，図10のＣ男の例

からもわかるように，態度が

伸びてより意欲的に作業に取

り組むようになったことで，

技能もしっかりと伸びを示し

てきたと言える。

つまむ

J~

長 府 も
ｌ

ｌｌ

サミ大小

粘土

(Ｃ男）

最後に，態度面と技能面の

関係について考えてみると，

上に述べたように，ほとんど

の生徒が伸び方に差はあるも

のの態度面に伴って技能面も

向上している。すなわち，課

題を達成可能なものとして受

け止め，意欲を持って真剣に

活動に参加していくことで，

おのずと技能も身についてく

ると言える。しかし，図11の

Ｄ男やＥ男のような例も数例

見られた。この例では，態度

面と技能面の関係がはっきり

とはつかめない。そして，そ

れぞれの状態を示した原因に

ついては，個々様々なことが

考えられる。そこで，これか

らは，この数名に対して作業

中の状態をしっかりと追跡し

ていき，この原因をさぐって

いかなければならない。

図－１１

つまむ

粘土

雀
一
巳

海長

(Ｅ男）

サミ

粘土

－７４－

サミ大 Ｉ

｜

小Ｉ大

(Ｄ男）

つまむ

雨長 も



6．実践例

（１）「れんがの製作(1)」を通して

①題材の価値

れんが製作は，土つくり，成形，乾燥，焼成，製品検査の五つの作業工程からなり，土

つくりから成形まで短時間でできることや，実際に窯業で作られたれんがが校内の花園な

どに使われていることから，興味，関心をもたせやすい題材である。製品が規格化されて

いるために，製作にあたってはある程度の集中力と慎重さが必要であるが，焼成前であれ

ば，失敗しても修正，再利用が容易なことから抵抗感を和らげて取り組ませることができ

る。型出しされた製品は，形が単純でその場で良否を確かめられることから，完成の喜び

を味あわせることができるとともに，自分たちの作業に工夫して取り組もうとする態度を

育てることができる。また体全体を使ったダイナミックな作業であり，同一作業を長時間

継続して行なうことから，働く経験をもたせやすい。ひとつひとつの作業は単純で，難し

い機械操作も少ないことから見通しをもって安全に作業させることができる。さらに，役

割分担を取り入れ一人ひとりの能力や特性に応じた作業内容や達成可能なめあてを設定す

ることで，もっている力を十分に発揮させ意欲的に活動させることができる。このように

して，意欲的に作業に取り組むことで，自分の分担の仕事にすすんで取り組もうとする態

度や，互いに励まし合いながら協力して作業を進めようとする態度を養うことができる。

この作業は，手腕の筋力や，目と手腕の協応動作を特に必要とすることから，身体の諸機

能を高めることにも有効である。

以上のような意義をふまえて，のびのばとれんがの製作に取り組ませることによって，

生徒たちは，真に働くことの大切さがわかり，積極的に作業に取り組ませることができる

ようになると考える。

②目標と作業内容

ア，目標

生徒たちはこれまでに湯飲み茶わんの製作を通して，土つくり，成形などの窯業の基

本的な工程をひととおり経験している。その中で，窯業作業に興味，関心をもちはじめ

喜んで作業に取り組む姿勢が見受けられるようになった。この様なことかられんが製作

(1)では，製品の規格化による慎重な作業とともに，作業工程や作業の流れと自分のかか

わりあいを理解したり，ひとつひとつの仕事に慣れたりすることを主なねらいにしてい

る。以下は本題材の目標である。

－７５－



イ，作業工程と作業内容

作業工程と成形に関連する作業内容を示すと次のようになる。

形

窯業室の整備 製作に必要な用具の

準備と後始末

土つくり

､|/Ｔ
土運び

↓す
型入れ

検査

土つくり
Ｉ／1、

土つくり
Ｉ／1、土つくり

(1粗練り）
成 乾燥 焼成 製品・検査

保管

⑭土練機のスイッチを操作する⑳粘土で山形をつくる ⑭製品を運ぶ

⑮粘土をちぎって入れる⑪型枠に川砂をつけて縦にしておく

⑯粘土を取りあげる ⑫粘土を両手で上下に持ちかえて持ちあげる

⑬粘土を型枠に投げ込む

⑭型枠を粘土板のL上にひっくり返して取り出す

⑮製品の良否をみ分ける

⑯型枠の土を取り除く※番号は五段階表による下位要素番号である

③学習課題の設定にあたって

本題材をすすめるにあたり，わたしたちは次のような調査結果をもとに課題設定の要素をさ

ぐり学習課題を設定した｡以下はれんが製作に入る前の諸調査の結果と成形作業初期(晶時）
のわたしたちの考える適時性に応じた学習課題である。

ア，調査結果

氏名
項 目

－７６－

Ｆ・Ｍ Ｎ・Ａ Ｓ・Ｅ Ｙ・Ｋ

学年・性別 3 年 ・ 男 2年・男 1年・男 1年・男

Ｃ・Ａ 1７．７ 1６．１１ 1５．１１ 1５．１０

ｌＱ。Ｍ心 2７（４：３） 4２（６：５） 4０（５：１１） 2０（３：５）

態
度
面（

ﾀﾞイヤグラ

ム

数値は５項

目の平均値
）

持
続
性

横極性

協調性

責
任
感

持
続
性

横極性

協調性

責
任
感

持
続
性

積極性

協調性

責
任
感

持
続
性

積極性

協調性

責
任
感



氏名 Ｆ・Ｍ Ｎ・Ａ Ｓ ・ Ｅ Ｙ・Ｋ
項目

仕事の内容がわ

かればやろうとす

るが，どの作業に

も指示が必要であ

る。

どの仕事にも積

極的に取り組もう

という姿勢がみら

れすすんで指示を

求める。

気に入った仕事
やれそうな仕事に

は意欲的に取り組

むが，むらがある。

自分からすすん

で仕事に取り組む

ことはほとんどな積極性

いｏ

態

自分の仕事は最

後まで果たそうと

する。

与えられた仕事

はやろうとするが

出来ばえには無関

心で次の作業につ

ながらない。

仕事によっては

途中で投げ出して

しまうことがある。

どの仕事にも補

助が必要であり，

自分の仕事にも自

覚がなく，けじめ

がない。

責任感

度

ほとんど自分か

らかかわることは

ないが，他の人か

らのかかわりがあ

れば対応できる。

気分によっては

いっしょに行動で

きるが，なかなか

集団に自ら入って

いけない。

だれとでも仲よ

くでき，友達への

手助けもするが，か

かわりすぎるとこ

ろもある。

他の人とのかか

わりはほとんど持

てなく声をかけ合

ったり教え合った

りすることはない。

簡単な仕事はで

きるが，長時間に

なると手を休める

ことが多く，声か

けが必要である。

協調性面

どの仕事にも根

気が感じられず，

まわりにも左右さ

れやすい。

動作はやや緩’慢

なところもあるが

指示があれば続け

られる。

与えられた仕事

は自分なりにもく

もくとやりとげよ

うとする。

持続性

１１ １

－７７－

８

２２ 1０１１

技
能
面

基礎的技

能検査
３
１
３
１

３
４

９９ ９

８８

６

５５７７

７－者－５６６

ダウン症備 考 ダウン症自閉傾向言語不明瞭

※備考の欄は臨床像・状態像を示す。

作業項目一窯 業室の整備一一一一←準備と後始末一辻つくり一

蕊~登号 １２３４５６７９１０１１１２１３１４２２２３２４２５３２３３
凸．．｡、ロＤ ＤＱロ０００１０１００■

五
段
階

『
『
『
『
『

Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ



の

◎自分も皆と一緒に

作業をしたい。

。ほめられたい。

一Ｆ・Ｍ

×－×Ｎ・Ａ

△-------△Ｓ・Ｅ

。､～-へ~◎Ｙ・Ｋ

イ，学習課題

要

Ｓ・ＥＮ・Ａ Ｙ・ＫＦ・Ｍ

基
段
能
て
く
い
で

，
五
業
っ
す
あ
要

態
‐
作
と
。
や
り
必

実
査
る
を
い
き
わ
が

の
検
す
れ
多
あ
か
と

面
能
関
ず
は
に
か
こ

能
技
に
い
題
事
ず
つ
・

技
的
表
の
課
仕
え
持
る

。
礎
階
力
も
。
た
を
あ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

か
作
で
は
に
る
さ
社
い

験
る
査
④
別
れ
得
‐
て

経
す
。
検
，
弁
ら
獲
は
い

の
関
い
能
し
短
み
が
に
つ

で
に
高
技
通
長
が
力
割
に

部
業
は
的
も
⑨
み
能
る
身

学
窯
力
礎
ひ
，
込
語
い
が
。

中
，
能
基
③
み
ち
言
て
性
ぃ

。
》
ら
業
・
は
さ
落
・
れ
会
な

。五段階表の40,41

42に落ち込みがみら

れる。

。発音不明瞭で意志

の伝達がうまくいか

ず，仲間を受容する

態度や，自信を持っ

た活動に難がある。

ｏ基礎的技能検査で

は認知を必要とする

項目に落ち込みがみ

られる。

ｏ五段階表に比べ，

基礎的技能検査の結

果は非常によく，作

業への潜在した能力

は高い。

。機械への興味，関

心を持っている。

。友達へのかかわり

あいが希薄である。

発課

題

設

達

定

o仲間，

o粘土，

o土つく

環
境

ｏかっこよくやりた

いｏ

･楽しくやりたい。

ｏほめられたい。

ｏ土練機の操作をし

たい。

。楽しくやりたい。

ｏほめられたい。

ｏ班長としてやりた

い。

。Ｓ・Ｅに勝ちたい。

ｏ認められたい。

欲
求
要
求

成形作業を通して

手指を使った作業能

力が高まることが必

素

o仲間，指導者

ｏ粘土，型枠，砂

o型入れ，検査の仕

事

･仲間，指導者

･粘土

･土運びの仕事

指導者

土練機

りの仕事

ｏ仲間，指導者

･粘土，型枠，砂

ｏ型入れ，検査の仕

事

「できました」

「はいわかりました」

などの簡単な声かけ

適
時

成形作業を通して

手指を使った作業能

力が高まることが必

土運びの工程は単

純な作業の中でも，

最も取り組みやすい

興味に基づく仕事

内容に取り組むこと

によって，本来待つ

－７８－

'|生

謡驚蕊|駕瀧：雪里佳淵塁態書:蜜|謡笠,鰯

作業項目 －土つくり－－→←一一一一一一一成形一一一一 乾燥

屋暦~重量 3４３５３６４０
Ｑ、、ロ 4Ｊ４２４β４f４４５４６６４

五
段
階

ロ
ロ
一
】
酉

Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ

会
０，
Ｐ＄



量塞畠 Ｆ・Ｍ ＮｏＡ ＳｏＥ Ｙ・Ｋ

繰り返したり，自尊

の欲求などと関連づ

けたりして，作業に

取り組もうとする態

度を身につける必要

がある。

を持ったり，同じ役

割のＳｏＥと比べ３段

階の差のある42番の

段階差を縮めたりす

ることによって，自

信を得ることができ

る。こうしたことは

班長としての仲間と

のかかわりあいや，

意識を持つことへ発

展があり，必要な時

期である。

になるとともに，作

業への自信を持つこ

とができる。こうし

たことが最も必要な

時期である。

が向上することによ

って「たくさんつく

る」ことに発展が蛭

待できる段階にある

また仲間や仕事への

積極的なかかわりあ

いも，賞賛などによ

って十分発揮できる

時期にきている。

適

時

性

大きな声で声かけ

したり，山形をスム

ースに上下に持ちか

えたりすることに気

をつけて，楽しく作

業に取り組むことが

できる。

｡大きな声で「でき

ました」「はい，わ

かりました」

ｏさっと上下にもち

かえて

土練機の操作や粘

土の分量に気をつけ

ながら，安全に仕事

に取り組むことがで

きる。

粘土の量や山の形

に気をつけたり，声

をかけあったりして

楽しく仕事に取り組

むことができる。

声かけのしぐさや

土運びの動作を繰り

返すことによって，

楽しく作業に参加す

ることができる。

学
習
課
題

である。以下，生徒が自分の学習課題を意識するまでの学習活動や反応を示し，考察する。
－

｡少しずつ入れよう

。穴の中に手を入れ

ない

ｏ粘土の量や形に気

をつけよう

ｏ「できました」

。「はいわかりまし

た」

｡「お願いします」

具
体
表
現

－７９－

④指導の実際と考察

本時の学習活動を(ｱ)学習課題の意識化，（ｲ)学習課題の具体化，（ｳ)成就感。満足感の三段階に

分けて，生徒の活動と教師の手だてについて考察する。

け）学習課題の意識化の段階

ここでは，生徒一人ひとりに学習課題を意識させ，作業への意欲をもたせることがねらい

－－互至_る。里下,生徒が自分の学習課題を意識するまでの学習活動や反応を示し,考察する。
主な学習活動と教師の手だて

本時の学

く前時の

習について話し合う。

活動を思い過すｃ＞

：､前の時間は何をしたかな？」
－－－－

生徒の主な反応

全Ｉ成形をしました」１土つくりをしまし刺



自分の仕事になれよう。

すか？」

と答えたり，動作で示したりする。

｡前時の反省をまとめておき，活動の様 全提示された反省項目を見て，返事をしたり，

子を個々に賞賛して活動の意欲づけをす 手を挙げたりする。

る。

＜役割と仕事内容を確かめる＞

。工程表をもとに，仕事の内容やつなが 全各自，うなずいたり，返事をしたりする。

りをわからせ，自分の仕事の大切さに気

づかせる。

＜めあてを決める＞ 全「仕事が遅くなる」と答えたり，手で×印

を作ったりする。

｢今日はどんなことにがんばったらいいで 大きな声で「はい，さっさとする。」

－８０－

。めあてを提示するｃ

ＳｏＥ「はい」と大きな声で返事をしてうな

ずく。

．個人目標を絵カードにして提示し，意

識化する。

｢これは，だれかな？ロ 全 笑 顔 を 見 せ た り ， 恥 ず か し そ う に し た り す

る。「ワー，ＹｂＫ君だ」と声にだす。｢どんなことに気をつけたらいいかな？」

Ｆ・Ｍ真剣な表情をしている。

ねがいします」の動作をする。

ＮｏＡうなずきながら，「はい」と返事をす

る。自分の個人目標を復唱する。

ＹｏＫ何回も手を挙げる。おじぎをして「お

＜考察＞

生徒たちは各自，前時の作業内容をはっきりと覚えており，そして，次の役割と仕事内容を確

かめる活動を通して，自分の分担の仕事とその内要を意識することができた。

めあてを決める場面では，指導者の適切な発問と助言を参考にして，手で×印を作ったり，

「仕事が遅くなる」などと発表したりしながら，本時のめあてを決めることができた。さらに，

絵カードによる個人目標の提示の場面では，生徒たちは笑顔をみせたり，「ワー，ＹｏＫ君だ」

鍵

識篭謹蕊寵翁

瀧

霧溌溌爵



と声にだしたりなどのさまざまな反応を示した。そして，指導者から自分の個人目標を読み上

げられると，真剣な表情で見入ったり，復唱したりして注意を集中している姿が見られた。最

初は，うなずいたり手を上げたりの動作でしか反応しなかったＳｏＥも，大きな声で返事をして，

意欲的な態度を示した。こうして個人目標を絵カードで視覚的に訴えたことが，生徒の興味。

関心を喚起することができた。さらに，個人目標のひとつひとつの言葉が具体的で生徒一人ひ

とりにわかる内容であったため，強く心に意識づけられたと考える。

このように，役割分担や仕事内容，めあてと個人目標などの学習課題が，諸調査や観察など

を基に，生徒一人ひとりの能力や特性に即して準備されたことで，生徒たちは作業への意欲を

もっとともに，自分の学習課題を身近で達成可能なものとして意識化できたと考える。

粘土が落ちるのを見rている

(ｲ）目標の具体化の段階

この場面では，意識化された学習課題に向かってすすんで仕事に取り組ませ，学習課題を達

成させることがねらいである。

以下，生徒の一人ひとりの活動を示し，準備された学習課題が生徒の実態に即していたか，

考察する。

ると|~やった｣とうれしそ

－８１－

Ｔ粘土の取り方を指示。

Ｔ粘土を持っていく時,|~お

程

導
者
や
生

Ｎ・Ａ

上つくり

．‐':練磯の罰iにおくなり｜
スイッチを入jれる。

Ｔｌ~ちょっと待った;と制

止する。

・スイッチを切り教師の指

示で蒋ぴスイッチを入れる。

Ｔ粘土壷運びIお職､しま

す』

．｜わかりました｣と＝』

二コする。

・粘土は細かくちぎり，時

ＹｏＫ

土迎び

Ｆ･Ｍ

型入れ・検査

鍵鐙

蕊鳥

・成形の準備をする。

・大きな声をかけ投げ込，

むｶﾐ製品がうまくでき’

ずi失敗しました!と残

念そうに言う。

'ＴＩ譜しい，またがんば

ろう.』

Ｔｌ〃砂の粘冬･を少しとる。

・手につばをつけるまね

をして，山形を持昌上げ

る。スムー･ズに上Fに侍

ちかえ,投げ込むｂ

ＳｏＥ

鐸
鍵
舞
灘
識
灘

・成形の準備をする。

。Ｙ・Ｋの．おれがいし

まず｣の動作にＲつかり

ました：と応える。

・山形がうまく作j#"lないｃ

Ｔ；'形の作り方を指導。

・型入れに失敗｡指導者

にうながされて:失敗し

ましだと言う。

．２回続けて，：11形を土

手に作る。型入れにも続

けで戎功して「できまし



このように，意識化の段階での絵カードや工程表の提示により生徒たちは，自分の本時の仕事

の内容をよく理解し，スムーズに作業に入っていくことができた。その作業内容は，生徒の状態

を細かく分析し，生徒の要求や興味を踏まえたものであるため，取り組みやすく，彼らの意欲を

うまく引き出せるものであった。また，指導者は個に応じた適切な指示や援助をしたり，励まし

たりほめたりしながら，成功感を味わわせ，意欲を引き出すよう努めていた。

め虫Ｐ弓すぐ，１]。 ｙ)．十線ｉ篭０ 弓 当 Ｐ ， 秤ｽＥスノ

徒
の
主
な
活
動

々中をのぞきこみながら入

れ続ける◎

Ｔ吟日は,機械がつまら

●

ないね,いいぞ｣と励ま夷

｢はい」

ＴＲつめ」

● すぐやめないで教師の

3回目のＦやめ｣でスイッ

チを切る。

に指示０

。Ｆ・Ｍに頭を下げながら，

●

小さな声で｢おねがいしま

す」とつぶやく。

粘土が２個一緒に取れ，

沸iljのところへ持っていく

Ｔ「よかったね」

●

●

◎

頭を下げる動作をして粘

土を置く ◎

満足そうに作業を続ける。

・型ぬきしたあと，指導

者に半Ｉ断を求める。

Ｔ「おまけだ,おめでと

●

う」とほめる。

〆、

うれしそうに次の製作

うつる。

。Ｙ・Ｋに対して時々し

●

力浸け応えしない。

止形をスムーズに持ち

かえ,型枠に投けく込む

成功して喜ぶ◎

。

た」と喜ぶ。

Ｔ「よかったね」

●

●

●

うれしそうに作業に取

り組む。

指導者の指示で，山形

に粘土をつけたす。型入

れには失敗する。

山形の粘土が少ないの

に気づき，つけたす◎

考
察

土練機の所へ行くなりスイ

ツチを入れ自分の仕事に対

する意欲が見られる。機械好

きなＮ・Ａらしく，単調な仕

事にも終始楽しそうで,根気

強く続けた。また，粘土を小

さくちぎりながら，穴の中に

手を入れることもなく安全に

取り組めた。土練機には穴を

小さくした土入れ台が取付け

られており，これが取り組み

を容易にしたとも考える。し

かし,土運び係とのI声かけｊ

がなく，指導者とも受け身的

な対応に終わっている。友達

とかかわりをもたせるための

糸口として声かけの励行が次

の課題のひとつとなろう。

日常生活では，ほとんど自

分から体を動b〕そうとしない

Ｙ・Ｋが，少ない回数であっ

たカネ声を出しながら興捗I探

そうに取り組んでいた。粘土

が2個取れると自慢げに指導

者に見せにいくなど人から

認めてもらいたいという欲求

も見せ指導者の承認によっ

てさらに意欲的に作業する姿

がうかがえる。声は聞きとれ

ないが個人目標を意識して

Fおねがいします｣とつぶや

く姿も見られた。最後まで同

じ調子で持続できたのは，Ｙ

・Ｋにも自信となったである

ｰ

つ。

大きなかけ声とともに粘

土を投げ込んだり，失敗し

たら残念そうな表情を見せ

たりするなど，積極的に作

業に取り組む姿が見られた．

また，粘土を持ち上げる時

に，つばをつけるまねをす

るなど,個人目標である

｢さっと上下にもちかえてＩ

を意識している様子もうか

がえる。実際の作業でも上

下の持ちかえはスムーズに

できている。しかし， I声

かけ｣はＹ・Ｋに対し時々

しか応えておらず；自分の

仕事に夢中になって取り組

んでいたと考えられる。

型入れに成功すると「で

きました」と言い勅iら喜

び,成功感を味わう様子が

見られた。最初は山形が

うまく作れずに指導を受け

ているが，そのあと２回続

けて上手に作ったり，指導

者の指示で粘土をつけたす

ことができたりしている。

そして，最後には，自分か

ら山形の粘土力沙ないのに

気づいてつけたじており，

個人目標である貼土の量

や形に気をつける」を意識

して取り組む様子がうかが

えた。また，Ｙ・Ｋに対し

ても｢わかりました」と応

える場面も見られた⑤



の山形の見本，製品の見本，粘土の拡散防止ついたて

など準備された。そして出来高板の用意により，自分

の仕事量にもより興味をもてるよう配慮された。

さらに，工程の中での役割意識をもたせるために

「お願いします」「はい，わかりました」とお互いに

声をかけ合わせることにも指導の重点がおかれていた。

以上のことから，生徒たちは自分の学習課題に対し

て最後まで意欲的に作業に取り組むことができたと考

える。

－８３－

(ｳ）成就感。満足感

ここでは，学習課題に向かって取り組んだ結果について反省させ互いに認め合う活動を通し

て，やり遂げた喜びを味わわせるとともに，次の活動への意欲をもたせることがねらいである。

以下，生徒の主な学習活動と反応を示し，成就感。満足感の面から考察する。

-14な学習活動と教師の手だて

学習のまとめと反省をする。

くめあてを反省する。＞

'Ｆ･Ａ君『声かけ』はどうでしたか？」

:でも，先生にはよく閏と_えたので○にし

ましよう』

F君は，二個作りましたね」

価,上下の持ちかえ』はどうでしたか？」

．では，○にしましょう」

「ＳｏＥ君，『粘土の量や形に気をつける』

はどうでしたか？．

「でも，成功もあったので，○にしましょ

つれｉ

｢君も，．-三個作りましたね雫
戸

Ｉ･声かけ』はどうでしたか」

Fでは，◎にしましょう.！

1.Ｎ･Ａ君，『少しずつ入れよう』はどうで

したか？ー

生徒の主な反応

Ｆ・Ｍ首をかしげながら，デちょっと，ノj,さ

かつた』

Ｆ･Ｍうなずく。

Ｆ・Ｍ両手で持ちかえの動作をしながら，

|もう，少L′でした」

Ｆ・Ｍ笑顔を見せる。

ＳｏＥ終始，真剣な表情諾している。

Ｓ・Ｅｰえ｡‐と，失敗もありました。』

ＦｏＭうなずく。

Ｓ・Ｅｰ徳い」

Ｓ・Ｅ「はい；

Ｓ・Ｅ：できました．

Ｓ・Ｅｉはい

Ｎ・Ａ笑顔を見せている。

Ｎ・Ａ‘.~できました_』



＜考察＞

指導者は，生徒一人ひとりに個人目標について反省を求めるとともに，よくできたところや頑

張ったところを取り上げて賞賛した。これにより，始めは「ちょっと，小さかった」「もう少し

でした」と，自分の活動に厳しい評価を下していたＦ・Ｍも，笑顔を見せて喜びを表わし，ＮｏＡも

笑顔ではっきりと「できました」「入れなかった」と答え，自分の個人目標をやり遂げた喜びが

感じられた。また，Ｓ°Ｅは終始，真剣な表情で「失敗もありました」「できました」と答え，個

人目標に向かって意欲的に取り組んだようすがうかがえた。ＹｂＫも，指導者の賞賛と二重丸の言

葉に，頭を下げる動作を示し，みんなと一緒に作業に参加できた喜びを味わうことができたと考

える。

このように，一人ひとりの活動を温かい態度で認めて，励まし賞

賛することで，生徒たちは自分の学習課題をやり遂げた喜びを味わ

うとともに，次の活動への意欲をもつことができたと考える。

しかし，生徒同士が互いに認め合う場面が少なかったのが残念で

ある。互いに認め合う活動を取り入れることで，生徒たちにさらに

高い意欲をもたせることができたのではないかと惜しまれる。

繍繍；

＜でき高記録板＞

－８４－

＜型枠に川砂をつける＞ ＜型出しされた製品＞

｢穴の;し]に手を入れなかったかな？』

Fでは，◎だね』

ｒＹ｡Ｋ君，『おねがいします』はできまし

たか？」

｢Zi,｡Ｍ君は，どう思いますか』

｢でも，一生懸念，頭を下げていたので，

◎をあげましょうね」

＜次時の活動内容について知る＞

Ｎ・Ａｒ入れなかったｰ

ＳｏＥ感心したようにうなずく。

Ｙ・Ｋ手を少し上げて，頭を下げる動作をす

るｃ

ＦｏＭ「声が小さかった雫

ＳｏＥうなずく。

ＹｏＫ頭を~ｆげる。

全真剣な表情で指導者の説明を聞いてい

る。



(2)「封筒印刷」を通して

①実践にあたって

わたしたちは，五段階表において明らかにされる生徒の状態像を学習課題設定のための重要

な資料として活用している。その学習課題が生徒一人ひとりに真に適したものであれば，準備

された作業に意欲的に取り組むであろうし，態度面の伸びとしてあらわれ，それに伴う変容の

ひとつとして五段階における技能面の向上もうかがえるのではないかと考える。

本題材においても以上のような考えに基づき，生徒の発達状態，欲求・要求，環境を総合的

に考慮した学習課題設定に努めるとともに，生徒の意欲が五段階の変容にどう関わってくるの

かを観察することにした。

以下，封筒印刷の中心的な作業内容である刷り，製品整理における一題材内での一人ひとり

の五段階の変容を実態と学習課題設定の流れを絡ませながら考察していくことにする。

②題材の価値

封筒の印刷は，既製の封筒に学校名と住所を刷る作業であり，自分たちが刷ったものが実際

に学校で使用されることから興味・関心を持たせやすい題材である。また，千枚単位の受注が

多く，同一作業を継続して行う経験を持たせることができるとともに，作業を進めるなかでス

ピードも要求していける。さらに受注による作業であることから印刷位置の不揃いやインク汚

れなどにたえず注意しなくてはならず，作業に対する集中力や正確さを培うことができる。そ

のうえ，各工程内の作業が細分化できるため役割分担がしやすく，自分の役割を責任を持って

果たそうとしたり，役割を通して協力したりする態度を養うことができる題材である。

③調査結果（題材初め）

言壱一異名 Ｎ・Ｓ Ｓ・Ｔ Ｋ・Ｔ Ｎ・Ｒ

性別・学年 男．１年 女．２年 男．２年 男．２年

Ｃ・Ａ １５：９ １８：１ １７：０ １７：５

Ｍ ・Ａ ７：８ ４：６ ８：６ ７：２

Ｉ。Ｑ 5２ 2５ 5１ 4２

技能面
１

Ｉ １ １

1・つまむ２.リングはさみ

3.ひも通し４ハサミ

5釘うち６粘土だんご

7荷物はこび8大小弁別
６

６ ６ ６

9長短弁別１０形弁別

－８５－



Ⅲ‐

－８６－

(ＩＱ，Ｍ､Ａは辰見ビネー式による）

五段階

Ｔ
Ｉ
Ｌ

Ｔ
１
上

Ｖ‐

f二,=｛／
Ｔ
ＴＫ

受注一＞文選一>組版一>刷り－>製品 整理 一> 納品

１９時間
⑬ ⑫

また，一人ひとりの作業内容は，自分の仕事に責任を持ってやりとげさせるため19時間，変え

ないものとした。毎時，生徒に準備した学習課題は次の通りである。さらに，題材を始める前の

状態像と題材終了時の状態像を示す。

I‐

〔刷り〕

⑱インク缶よりインクを取り出す

⑲インク練り板で練る

⑳インク盤にインクをのばす

⑪印刷原版を掘えつける

⑫ピンを打って紙の位置を合わせる

⑬ゲラ刷りをして腺稿と照合する

⑭上下，左右のバランスを点検する

⑯用紙を差しこむ

⑰用紙差しこみを確認しながら刷り上げる

⑱刷り上がった印刷物を整理箱に取り出す

〔製品整理〕

⑲乾燥棚より棚板を取り出して作業台に置く

⑳整理箱より製品を取り出して棚板に並べる

⑪乾燥済みの製品を棚板より集める

⑫製品を数える

④学習課題設定と生徒の変容

封筒印刷はおおまかに次のような作業工程で構成されている。（全24時間）

聴建Ｉ

Ⅳ

４８４９５０５１５２５３５４５６５７認５９６０６１６２
－ローーー！_Ｆ１ー‐－旦一一一■－-

態度漬

/数値は５１
’項目の平Ｉ

、均値／

拾
院
性

、樫性

腸蝿性

持
錠
性

戦掻馳

臨鋤性

時
統
性

航極性

脇鯛牲

跨
統
性

繭撰憧

艇淵跳



相手と

しっか

り声か

けする

はさみ紙が板から

はみ出さないよう

に並べる

ＮｏＳ氏 名
一

作業内容
一

下位要素

題材初め

の五段階

Ｓ｡Ｔ Ｋ°Ｔ Ｎ。Ｒ

製品整理 刷り 刷り

⑯⑱

刷り

⑲
一
⑲
⑳

⑳

２段階

４段階

⑰ ⑯⑰⑱

⑰３ 段 階 ⑳
⑱

4段階

5段階

⑳
⑰
⑱

3段階

5段階

5段階

ピンの位

置を確か

めて引く

インクに手をふれ

ないように並べる

ガチャンと音がす

るまで引く

ガチャンと音がす

るまで引く

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
吃
旧
哩
巧
岨
Ⅳ
喝
廻
一
り
階

わ
段

数
終
五

学
習
課
題
時
材
の題

入れる方

向をまち

がえない

３本のピ

ンにしっ

かり合わ

せる

大きな声

で声かけ

をする

封筒が入

っている

のを確か

めて引く

封筒が入

っている

のを確か

めて引く

相手と

しっか

り声か

けする

⑰ ４ 段 階 ⑯
⑱

３本のピ

ンにしっ

かり合わ

せる

4段階

５段階

かさなら

ないよう

に並べる

な
声
を

き
で
け
る

大
声
か
す

たるみが

ないよう

に入れる

できるだけつめ

てむだなく並べ

る

できるだけ早く

刷る

4段階

5段階

ピンの位

置を確か

めて引く

唾

⑲
⑳

－８７－

醗駿鱗

⑳
⑰
⑱

＜封筒さしこみ＞

4段階

5段階

５段階

手をは

さまな

いよう

にする

できる

だけ早

く出し

入れす

る



－８８－

⑤考察

本題材はその性質上，ひとつの単調な仕事を一定時間やり続けるため，飽きてきたり退屈した

りするのではないかと懸念されたが生徒たちは自分の毎時の課題をよく受けとめ妓後まで意欲的

に取り組んだ。特に，ＮｏＳはこれまで，作業中手遊びをしたり，ふらっと歩き出したりする行動

Ｎ
・
Ｓ

Ｓ
・
Ｔ

Ｋ
・
Ｔ

Ｎ
・
Ｒ

題材初めの状態像〈１／ﾕ9）

手先の巧ち性に難があり小さくつめて封筒

を並べたりする瞳とができ熊い。また集中力

や持続性が乏しいために不注意に印刷面にさ

わり汚-すことやはさみ紙のおき方が雑になる

ことがある。製品の方向はそろえられるが，

板の醜さと製品の大きさを考えた並べ力・はで

きない。かけ声も指示がないと，なかなか出

せないｃ

気分酌なむらがあり気にいらないｲﾋ事には

彼極的に収り組もうとLﾉないところがある。

刷りにあたって総レバーーを巻く刀の強弱の調

整がうまくいかない;:寺がある。用紙がさしこ

んであることはわかるがﾚﾀﾝに合…〉ているか

どうかの確認はできない。声かけも教師の指

ホが必典な時が多い。

壕えられた仕事には責任感もありもくもく

と取り細むが勤作が緩慢であり．マイペースで

ある。差し込みも３本の畷ンの内側には合わ

せられるが，１点がずれていたり方句をまち

がえることがある。また，力が入りすぎてた

るみができたりする。

仕事は確実にやろうとするが喧分で仕事を

求めたり，回りの者と協力してすすめようと

いう態度は見られない。レバー操作，ぬき取

りは確実だが茸ンの３点にしっかり合わせら

れないことがある。ひとつひとつの動作が緩

隆で，教師のﾉ野かけを必要とするM寺がある。

題減終わりの状態像（』9／19）

作業中に手遊びが多かったが任せられた杜

事に集r;Iして取り組めるようになった。不良

品もほとんどなくなり，他の者がつけた小さ

な汚れも教師に報告できた。並べ方も機械的

では趣く板や以筒の大きさを考えてできるよ

う“なった。また，刷りの人との声かけも指

示がなくてもできるようになったが，注意し

合ったりするまでには至らなかった。

唾Ｔとうまくリズムを合わせ芦かけができ

るようになった。レバ…を鼠くだけの動作か

らピンの．位世を確かめながら引けるようにな

ったが相手にやり直すように指示するまでに

は至ら誼かつた。作業の途中で自分の仕事を

なげ砥すことなく，柴鵬.:』t,て取り組む姿勢が

うかがえた‘：

SoTに対し常に携示したり補助をしたりす

る脇力灼な態度がみられた。封筒の差し込み

も３本のｔ‘Pンに雌，よく気をつけて合わせら

れるようになったが，たるみば時々みられた

また，動作もより早くN1ﾘろうという意欲がみ

られ，整理紺への封筒の置き方の…を夫をした

りまわりに満かけをするようになった。

3本のピンにきちんと合わせられるように

なり，たるみもほとんどなくなった。Ｎ・Ｓと

の声かけやしぐさも大きくなり班長としての

自信がうかがえた。時々，教師からの声かレノ

もあったが，まわりのことを考えてできるだ

け早くレバ…を馴ぞうとしたり鼠筒をならべ

ようとするようになった。



が目立ったが，本題材では乾燥作業に対して最後まで意欲的に取り組んでいた。このことは毎時

の課題がほんの少し手をのばせば達成できるような内容であったと同時に，もっと上手になりた

い，みんなといっしょにがんばりたいといった生徒の内面的な欲求を満たしてくれたことのあら

われであると考えられる。また，意欲を高める手だてとして，ささやかな成功でも温かく見守っ

てほめてあげたり，ピンの位置に赤い印をつけて差し込み作業の抵抗感をやわらげて取り組みや

すくしたりといった環境刺激をくり返し与えてきたことも意欲的な活動を持続する一助になった

と考えられる。

こうした課題をつみ上げ，ひとつひとつのりこえていく過程

の中で生徒たちの作業態度にも徐々に変容がみられた。今まで，

…
Ⅱ

指示がなければ声かけをしなかったＮ°Ｓが，日分からすすんで

大きな声を出すようになったり，常にマイペースでゆったりし

た作業しかできなかったＫ・Ｔが，相手の調子やスピードを考え

てできるだけ早く刷ろうとしたり，あと何枚だからがんばろう

と声をかけ合ったりする姿が見られるようになった｡このよう

に，変容の現われ方や程度の差はあるにしても，わたしたちが

考えている社会性は着実に培われてきた。これは，わたしたち

が適時性に応じた課題を準備し，生徒たちが意欲的に収り組み

続けてきた結果であるといえるのではなかろうか。

また，もうひとつの側面から五段階の状態像の変化を見てみ

ると，これも明らかに伸びを示している。先に示すように作業

内容を細分化した課題の与え方は’ともすれば技能の習得だけ

に目を奪われた指導に陥いりがちになるが，わたしたちはこの

技能面の伸びだけを期待して設定してきたわけではない。あく

までも，生徒の意欲をかもし出すためのひとつの援助として五

段階を考え，究極的には牛徒の意欲的な姿を求めながら課題を

§識：

掛,悪

灘蕊蕊難Ｉ

:ｉｆ盗溌

登階を考え，究極的には生徒の意欲的な姿を求めながら課題を設定してきたのである。また，た

とえば意識化の段階において「きのうは３本のピンにしっかり合わせられたから今日はたるみが

藤難

ないように合わせることに挑戦してみようか」などといった指導者と生徒のたしかめの方法とし

て使い，五段階を生徒へのフィードバックさせることにも心がけてきた。

以上のように，適時性に応じた課題を準備していくことにより，生徒たちはより意欲的に作業

に取り組み，それは積極性や協調性の伸びとして現われ，結果として五段階に見るような技能的

な伸びもみることができた。しかし，この題材で培われた社会性や五段階がそのまま次の題材で

も現われるとは限らないし，作業内容が変わった時に内じような伸びを示すかは確信が持てない。

今後はこのような問題もふまえ，本題材にみるような意欲的な活動をくり返すことにより，生徒

に真に内在化されていくことをめざして実践していく必要があると考える。

－８９－



７．まとめと課題

わたしたちは昨年，環境刺激を工夫することにより，生徒が意欲的に活動する姿を見ることが

できた。今年は，昨年の成果をふまえながら，一人ひとりの適時性に応じた課題を設定するとと

もに個に応じた作業内容を準備すると，さらに意欲的に活動し，社会自立に必要な積極性，責任

感，協調性，根気強さなどの社会性を養うことができると考えた。

そこで，一人ひとりの発達や作業の環境，生徒の欲求・要求などを総合的に考慮して適時性に

応じた課題を設定するとともに，五段階表をもとに個に応じた作業を準備して授業を構成し実践

した。その結果，「れんがの製作Ｉ」においては，一人ひとりが自分の課題を強く意識して精い

っぱい取り組む姿を見ることができた。また，「封筒印刷」の実践においては，一人ひとりが意

欲的な活動をくり返す中で，仲間を意識した声かけや，自分の仕事を確実に果たそうとする態度

などが兄られるようになり，五段階表においては変容した姿を具体的にとらえることができた。

これらの実践を通して，わたしたちは，次のような結果を得た。

。課題の設定において「発達」や「環境」「欲求。要求」などの要素から生徒の内面世界へ

の接近を図ったことで，生徒は課題を容易に受け入れ意欲的に活動した。

。課題に沿って糖いっぱい努力する活動をくり返すことは，積極性や協調性など社会性を養

うのに有効であった。

ｏ作業状態の把握や達成叫能な課題設定および個に応じた作業内容の準備，さらに授業構成

や評価などにおいて作業要素と五段階表が有効に活用できた。

生徒が社会自立するための豊かな社会‘性を身につけるには克服すべき多くの課題が残されてお

り，特に今後は次のようなことについて研究・実践を深めることが必要であろう。

。適時性および生徒の欲求。要求を，より適確にとらえる具体的な方法をさぐる。

。学習の過程としての意識化，具体化，成就感，満足感の段階において，生徒がより意欲的

な活動を展開するための指導法を工夫する。

。作業学習における状態把握の方法として本校で作成した基礎的技能検査の方法および，態

度面の調査における調査項目や段階の客観性を高める。

。作業饗素と五段階表を毎時の学習に活用するとともに，より適切な内容に改める。
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